
令和３年度 広島県バスケットボール協会 U１２部会 

審判関係伝達事項 

                                       令和３年 4月   

U12審判委員長 高梨保樹 

１ 審判ライセンスの新規取得と更新，担当可能大会について 

・E級（地区大会レベル担当） 

新規 Eラーニングを受講 

更新 Eラーニングを受講→ライセンスの有効期間 2年間延長 

 

・D級（地区大会，県大会レベル担当） 

新規 E級取得者による D級昇格講習会（講義・ルールテスト・実技講習）の受講 

更新 Eラーニング→実技講習（合否不問）→ライセンスの有効期間 2年間延長 

 

・C級（県大会レベル担当） 

新規 D級取得者による C級審査会（講義・ルールテスト・実技審査）を受講 

更新 Eラーニング→実技講習合格→ライセンスの有効期間 2年間延長 

 

・B級（県外派遣，ブロック大会レベル担当） 

新規 C級取得者による B級審査会（講義・ルールテスト・実技審査）を受講 

更新 Eラーニング→実技・フィットネス合格→ライセンス 1年間更新 

 

   ※新規取得 BCD級の講義とルールテストは，Eラーニングで実施予定。BC級の実技は，合否あり。

D級は実技の受講のみで，合否は無い。 

 

   

「Internet Explorer」をブラウザとして使用されている方は，Team JBAの

更新手続きができない状況があるようです。その際は，「Google Chrome」や

「Microsoft Edge」などのブラウザを使用して更新手続きを行ってください。 

 



２ 主なルール変更について 

 ◎アンスポーツマンライクファウル（クライテリア４） 

  旧ルール 

ワンマン速攻の場面で，後ろあるいは横から，Defプレイヤーのファウルを受けた 

  〇ボールをコントロールしている …アンスポーツマンライクファウル 

  〇 〃  コントロールしていない…パーソナルファウル 

   新ルール 

      速攻が可能な，明らかに開けた進路ができている状況で，攻守の切り替わったオフェンスプレ

イヤーが，ボールをキャッチしようとしていると審判が判断した際，後ろあるいは横から，Def

プレイヤーのファウルを受けたら，アンスポーツマンライクファウルと判定される。 

         

       

 

 

ルール変更により，コントロールが無くても，アンスポーツマンライクファウルと判定される

こととなった。この要件は，ショット動作に入るまで適用される。 

（※3/20付「2021年４月１日適用競技規則・公式解説変更点サマリーの送付」参照） 

 

〇スティールして，ボールをキャッチしたら，明らかにワンマン速攻ができる。 

〇スティールして，ボールをキャッチしたら，明らかに前方に走っているノーマークの味

方プレイヤーにパスができる。 


